
除染・放射線学習サポートのご紹介

どうやって児童・生徒に
福島のことを教えたらいいの？

先生方にお使いいただけるさまざまな
学習教材やサポートがあります！

放射線授業に
お役立てください

Ver.P1



目次

1．段階的なサポート ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1

2．学年毎のプログラムの提供 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1

3．目指すゴール ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2

4 . 教材一覧 ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2～ 5

5．学習プログラム事例

（1）小学校低学年 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6～ 1 0

・紙芝居

（2）小学校中学年 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1～ 1 7

・霧箱の観察

（3）小学校高学年 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 8～ 2 6

・ マ ッ ピング
・みんなで想像をふ くらませて考えてみよう
・風評について考えよう

( 4 ) 中学生以上 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 7～ 3 1

・ みんなで想像をふ くらませて考えてみよう
・風評について考えよう

( 5 ) 自治体との協力事例 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 2～ 3 3

・自治体との協力で使用した資料例



授業実施のご相談

１ｓｔ 教材の提供

プラザスタッフ支援
＋専門家の派遣

２ｎｄ
３ｒｄ

先生方向け研修

学習指導案策定支援

ご自身で授業展開

Ｇｏａ ｌ

１．段階的なサポート

教師が主体的に放射線教育を実施できるよう、段階的にサポートしています

①段階的に実施できるような仕組みのご提供
・学校（教師）からの要望に対し、専門家派遣、授業の企画、教師向け研修会の開催など柔軟に対応し、最終的に自
主的に授業が実施できるよう段階的にサポートしています。

②実施内容のプログラム化

・学年等の発達段階に応じて授業内容をプログラム化しつつ、創意工夫が可能な柔軟な構成となっています。

③授業で使える教材等のご提供

・学年等に応じて、教師が使える資料・教材を揃えています。

④地域の協力も含めた実施体制
・プラザスタッフ ＋ 専門家だけでなく、自治体や地域の農家などの人材なども状況に応じて協力が可能です。

■理解度、発達段階に応じて、学年別に授業する内容を標準化。
■標準プログラムをベースとして、効率的、効果的な実施。
■プログラムは創意工夫が容易→ オリジナルな内容の授業も可能。

２．学年毎の標準プログラムの提供

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生
身近な放射線、健康影響など、なすびのギモン、
みんなで学ぼう除染のこと、等

除染、食品中の放射線物質、放射線測定器、マッピング、
なすびのギモン、みんなで学ぼう除染のこと、等

測定器による遮蔽実験、霧箱、個人霧箱、副読本等

スライド資料、3部作紙芝居、霧箱、個人霧箱、副読本等

電子紙芝居、3部作紙芝居、副読本等

電子紙芝居、3部作紙芝居、副読本等1年生

放射線の基礎＋担当教師と専門家の講義（除染について、環境回復、放射線測定器にて
マッピング、遮へい・自然減衰、まんがなすびのギモン等）
各市町村の除染、健康、保健、農業、観光関連の担当者より取り組み等の講話

放射線の基礎＋担当教師と専門家の講義（除染について、環境回復、食品中の放射
線量や県内外の食の安全性について、まんがなすびのギモン等）
各市町村の除染、健康、保健、農業、観光関連の担当者より取り組み等の講話

放射線の基礎＋担当教師と専門家の講義(除染について、環境回復、の講義を
中心に風評・誤解への免疫力や解決力を育む、まんがなすびのギモン等)
各市町村の除染、健康、保健、農業、観光関連の担当者より取り組み等の講話

15
全体会

1年生

2年生

3年生

全学年対象に専門家による放射線の基礎の講義や事前に生徒から放射線、除染に関する質問や
アンケートなどを元にＱ＆Ａ形式で行う。
各市町村の除染、健康、保健、農業、観光関連の担当者より取り組み等の講話

段階的な学習で、
福島の放射線について
総合的に学ぶことが

できます。

中学生ver.

小学生ver.

1



①教師
ご自身で放射線・除染に関する授業実施（できるよう支援）

②児童／生徒
身の周りの放射線や除染について知り、考え、成長して県外に出た時に（放射線を取り巻く偏見
や誤解に対して）自分のこと、福島のことを少しでも説明ができるよう になること

何を知っていれば、偏見や誤解に対して説明することができるのでしょうか？

→ 放射線の基礎知識に加えて、

・外部被ばくに関して、
①住んでいる場所はどのぐらいの放射線量か、なぜ？ → 自然減衰と除染
②どのくらいの放射線を受けているか → 個人線量計の測定結果

・内部被ばくに関して、
③どのくらいの放射線を受けているか、なぜ?   → WBC結果、吸収抑制対策、食品検査

・外部被ばく、内部被ばくとも
④それぞれの数値をどう理解すればよいか? → 被ばく量に関する、調査結果・データ

などの客観的視点（相対的なものさしを持つこと）

「放射線教育は、外部からの誤った見方に対して、しっかり説明できる知識を養い、自分自身のルーツやここでの生活を
肯定的にとらえてもらうための情報を提供する教育であるべき」 福島民友新聞2015/6/9掲載 坪倉医師談

３．目指すゴール

４．教材一覧

教材 / 対象年齢層
講義 実験

小学
1.2年

小学
3.4年

小学
5年－

外部
被ばく

内部
被ばく

外部
被ばく

内部
被ばく

1 「放射線教室へようこそ」 紙芝居 ✓ ○
2 「みんなで学ぼう除染のこと」 紙芝居 ✓ ○ ○
3 「学んで考えてみよう除染・放射線のこと」 *PPTスライド ✓ ✓ ○ ○ ○
4 副読本 「調べてなっとく放射線」 ✓ ✓ ○ ○ ○
5 なすびのギモン 身の回りの放射性物質 編 ✓ ✓ ○
6 なすびのギモン 食品 編 ✓ ○
7 なすびのギモン 健康影響 編 ✓ ✓ ○
8 放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料＊ ✓ ✓ ○
9 環境再生プラザ登録専門家 カスタマイズ資料 ✓ ✓ ○ ○
10 霧箱 ✓ ○ ○ ○
11 簡易放射線測定機（ラディ） ✓ ○ ○
12 空間線量率測定実験キット（マッピング） ✓ ○

＊：中学校以上 詳しくは別添資料 「除染・放射線学習に使える教材と実施例のご紹介」をご覧ください
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活 用 事 例

ね ら い

「 なにがおきたの？ほうしゃせん 」

「ほうしゃせんってどんなもの？」

「ふ く しまのたべもの どうなってるの？」

・ 2 0 1 1年 3月、東日本大震災に よ る原発事故の発生

・原発事故に よ る放射性物質の拡散

・身の まわ り の放射性物質

・放射線量低減対策 と し て行われ て い る除染

・放射線は ど う い う も の か

・ 放射線の体への影響（放射線量が問題であ る こ と）

・放射線の量（空間線量率）を測る機械

・農業に お け る除染や放射性物質対策な ど の取組み

・農産物や給食の検査

・ ホ ー ル ボ デ ィ カ ウ ン タ ー（内部被ば く検査）

小学校 低学年向け 紙芝居 「ふくろう先生の放射線教室」

東京電力 (株 )福島第一原子力発電所の事故と その後の対策を知らない児童に対
して 、事故からの経過と身の回りの放射性物質の状況、除染や食べ物の検査などの
取組みについて、放射線の性質もふまえながら教えるこ とができる紙芝居です。

一連のシ リ ーズ と し て 3巻あ り 、児童と対話をしなが ら読み進められるよ う工夫してい
ます。

西郷村立羽太小学校 2016年7月実施

小学 1年生
4 5分
紙芝居 「 ふ く ろ う先生のほ う し ゃ せ ん き ょ う し つ 」 か ら

「 な に が お き た の？ほ う し ゃ せ ん 」 と 「 ほ う し ゃ せ ん っ て ど ん な も の？ 」 の 2巻

放射線教育の一環 と し て 、 担任の先生が紙芝居を活用 し て
放射線の授業を行いました 。

先生は、ふ く ろ う先生や森のみんなの声を使い分け 、紙芝居を
指 さ し な が ら 、 児童 た ち と 会話 の キ ャ ッ チ ボ ー ル を挟 み つ つ 、
丁寧に読み進めました 。

紙芝居の演出の一つである 「 セ リ フ にあわせながら紙芝居を抜
く 」 こ とで 、児童たちは、次に何がでて くるのか想像を膨らませ 、
自ら声をだ し て次のシーン を言い当てる場面も見受けられま し
た。

紙芝居を読み終え た後は 、紙芝居の イ ラ ス ト を黒板に貼 り 、
重要なポイントをおさらいし 、授業の理解を深めました 。

対 象 学 年
授 業 時 間
使 用 教 材

：
：
：
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ね ら い

ね ら い

・ 原発事故 と そ の後の福島県内の状況

・ な ぜ除染を行 う の か

・ 除染の方法

・除染す る と ど う な る の か 、除染の効果

・仮置場 、中間貯蔵施設

・東日本大震災 と東京電力 (株 )福島第一原子力発電所事故

・除染に つ い て

・ 福島県産の食品に つ い て

・ 放射線が体に及ぼす影響につい て

小学校 中高学年～中学生向け 電子紙芝居 「みんなで学ぼう 除染のこと」

東京電力 (株 )福島第一原子力発電所の事故から現在までの放射性物質の状況と
その対策を、時間の経過に沿って説明しています。パワーポイントを使って 、 イラストや
写真などを活用し、興味を持って見てもらえるよう工夫しています 。

中学生～一般向け 電子スライド 「学んで、考えてみよう 除染・放射線のこと」

放射線の影響をできる限り少な くするため 、福島県内では様々な取組みが行なわれ
ています。
この学習ツールでは 、外部被ばくに関して除染を、内部被ばくに関して食品の放射性
物質対策を と りあげてい ます 。 この他 、放射線が体に及ぼす影響などについて４つの
テーマで 、重要な項目を系統立ててスライド として整理した構成としています 。

全体を通して系統立てて放射線と除染について学ぶこ とがで きるだけでな く 、放射線
に関する知識、学びたい分野、学習の進み具合、実施時間などにあわせて 、必要な
スライドを選択して、自由に実施内容を組み立てることができます 。

活 用 事 例 新地町立尚英中学校 2016年7月実施

中学 3年生
5 0分
ス ラ イ ド資料 「学ん で 、考 え てみ よ う 除染 ・放射線の こ と 」

担 任 の 先 生 と 教 頭 先 生 が 、 主 に
テ ー マⅡ 「 除染 に つ い て 」 を 活用 し
て、理科の授業を行いました 。

授業では 、除染の 3 つ の ポ イ ン ト を
を説明したのちに 、測定器を使った
実験で 「 さえぎる 」 「遠ざける 」 こ との
効果を実感し、映像 ( ＊ )で距離と

対 象 学 年
授 業 時 間
使 用 教 材

：
：
：

放射線の強さの関係などを学び、科学的なデータに基づいて考えること 、自分で信頼でき
るデータを調べることが大切だという こ と を伝えました。 (＊)TV番組「なすびのギモン part1 仮置場って大丈夫？」
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小冊子／映像

環境再生プラザ小冊子

環境再生プラザは 、ふ く し まの環境回復の歩みや放射線、中間貯蔵などの環境再生に関す
る情報をお伝えする拠点です。

わか りやすいパネルや模型展示、専門スタ ッ フによる解説や相談を行っています 。

また 、よ り多 くの方々に知っていただけるよ う 、市町村や町内会、学校などへ専門家を派遣し
たり 、様々な地域やイベントで移動展示を行ったりしています 。

環 境 再 生 プ ラ ザ と は

〒960-8031

福島県福島市栄町 1-31 TEL：024-529-5668

メールでのお問い合わせ：saisei-plaza@env-josen.jp
受付時間：10:00-17:00 休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

調べてなっと く放射線

空気中にまだ放射性物質はあるので
はと心配されている方や、水道水に不
安を感じている方も多い「身の回りの
放射性物質」について、データとともに
解説しています。

除染や放射線の基礎的情報をわかり
やすく説明しています。

ダウンロードはこちらから
http://josen.env.go.jp/plaza/materials_links/

身の回りの放射性物質編

住民の皆さんが特に心配されている放
射線を浴びると体にどんな影響がある
のかについて取り上げた「健康影響
編」。事故から時間が経過し、わかって
きたデータなどに基づいて詳しく解説し
ています。

健康影響編

福島県の農用地（水田や果樹園）
の除染や、お米、果物、牛乳などの食
品の放射性物質対策について、農家
の方や行政の方の取組みとともに、専
門家の方の解説で詳しくご紹介してい
ます。

食品編

データでなっとく放射線 まんが なすびのギモン

データでなっとく放射線 まんが なすびのギモン

データでなっとく放射線 まんが なすびのギモン

これまでの福島の環境再生のあゆみを、
除染、仮置場、中間貯蔵施設事業
についてはデータとともに、除染後の暮
らしと地域における取組みについては
農業、商工業、子育て環境の事例を
とおして、わかりやすくご紹介しています。

環境再生のあゆみ編
まんが なすびのギモン

TV番組「なすびのギモン」は、原発事
故以降、福島県にお住まいの皆さま
が日ごろの暮らしの中で感じている疑
問を解消し、不安を少しでも和らげる
ために、福島県出身のタレントなすび
さんが県内各地を訪れて、自ら体験し、
レポートするテレビ番組です。

T V番組 「 なすびのギ モ ン 」
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【ねらい】

【概要】

【タイムスケジュール例】

【1年生】

時間

【2年生】

時間

45分

【1・2年生紙芝居の様子】

【児童からの質問】

５.学習プログラム事例

（1）小学校低学年

教員自身がプラザ提供の紙芝居を使い、読み聞かせを実施。

1年生…3部作ある紙芝居のうち「なにがおきたの？ほうしゃせん」と「ほうしゃせんってどんなもの？」の2つの読み聞かせをおこない、

事故とその後の経緯について理解を深める。

2年生…1年生で学んだ「なにがおきたの？ほうしゃせん」と「ほうしゃせんってどんなもの？」の振り返りを含め、新たに「ふくしまのたべ

ものどうなってるの？」の読み聞かせをおこない、除染や食べ物の検査などの放射性物質対策の取組みについて理解を深める。

学習内容 進め方・概要

*「なにがおきたの？ほうしゃせん」については、原発事故とその後の状況を知らない児童に、基本情報となる放射線や福島県の現

状をまず知ってもらうこと、2年生ではこれに加えて、放射性物質対策について知ってもらうよう、段階的なプログラムとしています。

45分

・紙芝居の読み聞かせ

「なにがおきたの？ほうしゃせん」

「ほうしゃせんってどんなもの？」

・質疑応答

・先生による紙芝居の実演

・スタッフが質問に答えました。

学習内容 進め方・概要

6

・放射線は太陽や月からもでているのですか？

・畑で作った食べ物をそのまま食べたらどうなるのですか？

・海や水道に手を触れると放射線はつくのですか？

・紙芝居の読み聞かせ

「なにがおきたの？ほうしゃせん」

「ほうしゃせんってどんなもの？」

「ふくしまのたべものどうなってるの？」

・質疑応答

・先生による紙芝居の実演

・スタッフが質問に答えました。

・放射線って何ですか？

・放射線は何で見えないのですか？

・放射線は何に弱いのですか？
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【ねらい】

【概要】

【タイムスケジュール】

【3年生】

時間

45分

【4年生】

時間

45分

【3年生霧箱の様子】

【4年生個人霧箱の様子】

【児童からの質問】

11

・雨にも放射線はついているのですか？

・専門家による講義

（除染・放射線について）

・個人霧箱作成

（霧箱の作成と放射線飛跡の観察）

・専門家がスクリーンを使いわかりやすく説明をします。

　

　※専門家資料は、実施日までに

　　 学校様へ送付いたします。

・放射線が多い県はどこですか？

・太陽からでている放射線は地面までとどくのですか？

・どのくらいの衝撃をうけると放射線はでるのですか？

（2）小学校中学年

「調べてなっとく放射線」や「まんがなすびのギモン」の冊子、「みんなで学ぼう除染のこと」や「学んで、考えてみよう 除染・放射線のこ

と」のツールを中心に、福島県内や各自治体のデータをあわせた資料を専門家が作成し、放射線基礎講義を実施。

3年生…目に見ることのできない放射線を可視化することで、放射線に対する漠然とした不安や正しい性質を学ぶ為、霧箱を用いて

放射線の飛跡観察を行い、ワークシートに観察の様子を記入。

4年生…3年生で学習した内容の振り返りを中心に、身近な生活で利用されている放射線（医療やタイヤの強化等）について学

び、3年生で観察のみだった霧箱を、自分でキットを使い作成してもらい、学年別に差をつけた内容にしております。（通常線源はマン

トルを使用しておりますが、放射線をより身近にとらえてもらう為、風船を使い空気中の放射性物質を集めて観察していただいておりま

す。）※詳しくはスタッフまで。

学習内容 進め方・概要

・専門家による講義

（除染・放射線について）

・霧箱観察

（中型霧箱による放射線飛跡の観察）

・専門家がスクリーンを使いわかりやすく説明をします。

　

  ※専門家資料は、実施日までに

　　 学校様へ送付いたします。

学習内容 進め方・概要



■霧箱の説明
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放射
ほうしゃ

線
せん

はどのように飛
と

ぶのか（見
み

る前
まえ

の予想
よ そ う

）        実際
じっさい

に放射
ほうしゃ

線
せん

が飛
と

んだ跡
あと

を観察
かんさつ

した結果
け っ か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際
じっさい

に観察
かんさつ

し見
み

えた感想
かんそう

 

 

 

線源
せんげん

：          

 

 

（        ） 

MEMO 

名 前 

日 付   /  （ ） 

（        ） 
（マントル）

MEMO 

（        ） 

自然
し ぜ ん

の中
なか

にもある目
め

に見
み

えない放射
ほうしゃ

線
せん

を特別
とくべつ

な

実験
じっけん

道具
ど う ぐ

を使
つか

って見
み

てみよう。 
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■簡易霧箱の作り方

【手順】

1.シャーレの蓋を空ける。 2.シャーレに黒い紙を入れる

（深い方のシャーレを使用します）

3.シャーレにスポンジを入れる 4.コップにアルコールを入れスポイトで吸い込む

※ドライアイスは、ブロックや粉状のものどちらでも可能です。

15

・ドライアイス ・アルコールorエタノール ・マントル ・シャーレ ・スポンジ

・発泡スチロール ・丸い穴の空いた厚紙 ・アルコールの入ったポリビンorスポイト ・コップ（容器）

使う物

ドライアイス黒い紙

発泡スチロール

ＬＥＤライト

シャーレ

マントル

スポイト

容器アルコールの入った

ポリビン

キッチンペーパー

スポンジ

丸い穴の空いた

厚紙



5.スポンジにアルコールを浸す

　※注意※　アルコールが多すぎると曇りの原因になります

6.黒い紙にもアルコールを少し浸す

7.マントルを中央に入れる 8.シャーレの蓋をする

→ → →ドライアイスを準備 → → →　※注意※ ドライアイスは絶対に素手で触らないこと！

9.ドライアイスを発泡スチロールの上へ乗せる 10.厚紙を乗せる

11.準備したシャーレを載せる 12.スポンジの切れている部分からＬＥＤライトを

　　 当てて観察しよう!!

16



100円ショップで準備できるもの

【シャーレ】 【透明な容器】
タッパー等

【線源】マントル
ランタンのマントルが最適

【線源】風船
風船は手軽に購入でき、もともと
自然にある大気中の放射性物質を
集めることができます。

【マントルとは？】マントルはキャンプ等で使うランタン(照明器具)の芯などに使われています。マントルには自然放射性元素である

トリウムを含む物質がごくわずか含まれているため、α線やβ線の飛跡を観察することができます。最近では電池
などを使用するランタンの方が多くなったことで、マントルは入手困難になっています。

【なぜ風船？】 バルーンアートに使用する細い風船を膨らませて、キッチンペーパーなどの乾いた布で静電気をおこし、ホコリと

放射性物質(ビスマス等)を付着させ集めることができます。
（15～30分ほどおいたら、風船の結び目をはさみで切り、少しずつor静かに空気を抜いたら容器に入れて線源と
して使用します）

【トレイ】
スーパーで食品等を入れ
ている容器

完成！

【台座】
ドライアイスを敷く

【黒い丸紙】
画用紙等

【すきまテープ】
アルコールを
染み込ませる

※防水タイプは不可

【ドライアイス】
スーパー等で
買い物をすると
無料でもらえる
場合あり

【食品用ラップ】
容器を密封させる

【エタノール】
または

【アルコール】

【LEDライト】
放射線の飛跡が
見えやすくなる

その他必要なもの

【手袋】（軍手二重等）…ドライアイスによる凍傷防止のため

【スポイト】…アルコールをスポンジに染み込ませるために使用。

【輪ゴム】…容器を密閉する

17



【ねらい】

【概要】

【タイムスケジュール例】

【5年生】

時間

45分

【6年生】

時間

【5年生マッピングの様子】

【6年生グループディスカッションの様子】

【児童からの質問】

45分

・グループディスカッション

　テーマ：風評被害について

・グループまとめ・発表

・専門家よりアドバイス

スライド（パワーポイント）を使用し下記の順で進める（専門家、

スタッフではなく、担当の先生に進めていただく。）

・読んで自分で想像し考える（10分）

・グループの中で発表し話し合う（15分）

　※担当の先生・専門家・スタッフがファシリテーターとして参加

・各グループ代表者1名発表（10分）

・発表を聞いて専門家よりアドバイスをいただく（10分）

※自治体が入る場合、別紙「自治体参加型実践事例集」参照

・自然の放射性物質と人工の放射性物質の違いはなんですか？

18

（3）小学校高学年

「調べてなっとく放射線」や「まんがなすびのギモン」の冊子、「みんなで学ぼう除染のこと」や「学んで、考えてみよう

除染・放射線のこと」のツールを中心に、福島県内や各自治体のデータを用いたプログラムを専門家と共に企画

実施。
※プラザの冊子やツールについてはホームページよりダウンロード可能です。

5年生…簡易放射線測定器(ラディ)を使って、事前に学校と決めた箇所(モニタリングポストを含む)の測定と記

録を実施(マッピング)。測定結果をもとに放射線量や単位について考え、日常の生活に役立てていく学習。

6年生…県内で実施された除染、現在もおこなわれている食品検査等について、学んだ知識をもとに、テーマ「風

評について」を自分で考え、グループで話し合い、発表することで、自分事化して自分の言葉で話せる力をつける

ことがねらい。

学習内容 進め方・概要

・放射線は何のためにあるのですか？

・放射線は一気に浴びるとどうなるのですか？

学習内容 進め方・概要

・機器、測定箇所の説明

・マッピング測定　（6ヶ所）

・測定結果の確認、専門家の講義

・機器・使用方法を説明し、スタッフ・専門家が測定に同行。



■マッピング

19

※マッピングの際、一人一台使用し測定していただいております。

※市町村によっては、無料貸出しているところもございます（詳しくはスタッフまで）



20

バックやバインダーを使い、測定シートに線量を記入していただきます。



■ディスカッション用（風評について）スライド 　～高学年～

21



※1

※1.事例内容については、市町村、学校に応じて様々な対応が可能です。
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～風評について考えよう～  

 

 

年   組  名前             

 

 

僕は福島市に住んでいて、夏休みのある日、家族と出かけたときのことです。国道にある道の駅で休憩をとった時のこと

です。売店には、たくさんのお土産や近くで採れた野菜、果物などが売られており、その中に、福島産の桃が並んでいまし

た。その桃を見て「あれ食べてみたい。」と言っている子供がいました。母親は「その桃は福島県産って書いてあるし、放

射性物質がついているかもしれないからダメだよ。」と言っており、子供はがっかりした様子でした。僕は今までも福島県

の食品を気にせず食べており、この桃も買おうとしていたので、この親子にも大丈夫ということを伝えたいと思うのです

が……… 

みなさんが僕の立場ならこの親子に対し、どう伝えれば不安なく福島県産を食べてもらうことができますか。 

  

１.個人の考え（アドバイスなど….）  

 

 

 

 

２.班で話合った考え  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

3.「説得力がある」と思った班の番号に○をつけよう 

  1      2      3      4      5      6     
 

※専門家の先生や自治体からの資料を参考にしてね。 

※ 裏面に難しい言葉の意味や、考え、話し合いのための参考資料があるよ。読んでみてね。 
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《参考資料》 

■避難
ひなん

区域
くいき

について（平成24年4月1日～） 

帰還
きかん

困難
こんなん

区域
くいき

 5 年間を経過してもなお、年間
ねんかん

積算
せきさん

線量
せんりょう

が 20 ミリシーベルトを下回らないおそれのある、現時点で年間

積算線量が50ミリシーベルト超の地域 

居住
きょじゅう

制限
せいげん

区域
くいき

 年間積算線量が20ミリシーベルトを超えるおそれがあり、住民の被ばく線量を低減
ていげん

する観点
かんてん

から引き続き

避難
ひなん

の継続を求める地域 

避難
ひなん

指示
し じ

解除
かいじょ

準備
じゅんび

区域
くいき

 年間積算線量20ミリシーベルト以下となることが確実であることが確認された地域 

■除染 

生活する空間において受ける放射線の量を減らすために、放射性
ほうしゃせい

物質
ぶっしつ

を取りのぞいたり、土で覆
おお

ったりすること。 

取り除く（除去） 放射性物質が付着
ふちゃく

した表土の削り取り、枝葉や落ち葉の除去、建物表面の洗浄等により、放射性物質を生活圏
けん

から取り除きます。 

さえぎる（遮
しゃ

へい） 放射性物質を土やコンクリートなどで覆うことで、放射線を遮
さえぎ

ることができ、結果として空間線量や被ばく

線量を下げることができます。 

遠ざける 放射線の強さは、放射性物質から離れるほど、弱くなります。このため、放射性物質を人から遠ざけることで、

人への被ばく線量を下げることができます。 

 

出荷
しゅっか

制限
せいげん

 安全基準を上回る商品を市場、スーパーに出ないようにすること。 

食品の基準値 原発事故直後、放射
ほうしゃ

線
せん

セシウムを多く含
ふく

む食品が流通しないよう定められた規制値
き せ い ち

。 

（※規制値 …… 規則によって物事を制限する際に設けられた数字）。 

全量
ぜんりょう

全袋
ぜんふくろ

検査
けんさ

 2012年（平成24年）8月から福島県産の玄米すべてに対して放射性物質検査が実施されている。 

玄米30Kg入りの袋すべてを「全量
ぜんりょう

全袋
ぜんぶくろ

検査
けんさ

」する。食品衛生法に定める一般食品中の放射性物質の基

準値の半分レベルを超えた袋に関しては、更に詳細検査をおこなう。 

 

※ ラベルは、全量全袋検査により安全性が確認

されたものに貼
は

られています。強制ではないため

貼られていない場合があります。 

米の全量全袋検査の検査済ラベル 

（玄米30ｋｇ袋等） 

福
島
県
内
の
農
林
水
産
物
の
う
ち
、 

販
売
さ
れ
る
す
べ
て
の
食
品
群
を 

対
象
に
検
査
を
し
て
い
ま
す
。 
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検査結果が発行される 調査票に結果が記載され渡される

■食品の放射性物質検査の流れ

検査所（伊達市霊山総合支所）

調査依頼申込票に記入 非破壊式放射能測定装置

検査開始 職員の方が食品を装置へ入れる

25

市町村と連携をとり、取材させて頂き、

放射線授業の中で食品検査の写真を

使って児童に説明しました。



【特徴】

を持っています。

【素材】 ポリエチレンやポリプロピレン

【容器】 1m³

■除去土壌等を入れる容器

26

耐候性大型土のう

原糸に練り込まれた紫外線吸収剤（カーボンブラック）が化学繊維の

紫外線劣化を抑制するため、耐候性に優れており、3年程度の耐候性

　この土のう以外にフレキシブルコンテナバッグと呼ばれる容器もある。

ビーズを使い、除染の疑似体験をしていただき、除染の３つの方法や

放射性物質の性質を理解していただく為の教材になります。

■教材

■除染ジオラマ模型（除染の疑似体験）

実際の容器を見て触れてもらうことで大きさや強度を体験していただき、除染によって出た除去土壌量や、現在

行われている仮置場から中間貯蔵施設への輸送についての理解促進を図っています。

搬出中の仮置場の様子放射線授業の様子 仮置場搬出状況

除染の説明の際に実際の強度や大きさを

体験していただきました。



【ねらい】

【概要】

【タイムスケジュール例】

【全体会】　（50分）

時間

20分

30分

時間

30分

20分

【2年生】　（50分）

時間

10分

10分

30分

【3年生】　（50分）

時間

35分

15分

【実施の様子】

進め方・概要

学習内容 進め方・概要

自分達をとりまく放射線に関する現状を知り、理解することで、自分事として自ら考え、正しい判断と行動する力に繋げる。

・自治体による講話

　（市の取組みについて）

・自治体職員が、スクリーンを使いわかり易く説明をします。

　　※自治体資料は、実施日迄に学校へ送付します。

・農家の方による講話

　（震災当時の状況、震災後の取組みについて）

・農家の方が、スクリーンを使いわかり易く説明をします。

　　※資料は、実施日迄に学校へ送付します。

・グループディスカッション

   （風評被害について）

・福島県産の食品や他県から見た福島（人権）等の題材をもとに風評被害につい

て考え、話し合います。学習は、担当の先生が、スライド（パワーポイント)を使用し進

めていただきます。また、自治体・農家の方・スタッフがファシリテーターとし参加します。

（4）中学生以上

小学校からの学習の振り返りとして、専門家講義と事前アンケートをもとにパネルディスカッションを実施。

その後、放射線の知識や正しい情報をもとに各学年に分かれ学習を実施しています。

1年生では、マッピング(普段生活している身近な放射線量の測定体験)と霧箱実験(日常生活空間の放射線の可視化)を実施。

2年生では、自治体講話(自治体が作成した資料による自治体の取り組み(除染や健康影響等)について)と自分達が暮らしている市町

村の農家や給食に携わっている方々の講話(震災当時のお話や給食調理においての検査について)を実施し、講話で得た知識と正しい

情報をもとに「風評被害について」のグループディスカッションを行い、その際、自治体や講話いただいた方にファシリテーターとしてご参加いた

だき、生徒との意見交換実施。

3年生では、1、2年生で今まで学習してきたことや資料等を振り返り、分かったこと、感じたことを一人一人がポスターや新聞を作成し発

表。また、作成したポスター・新聞は、公共施設や授業参観での掲示や発表も行っています。

進め方・概要学習内容

学習内容 進め方・概要

【1年生】　（50分）

・霧箱の観察と作成　（20分） ・小学校での学習の振り返りとして、放射線の基礎と化学的な霧箱実験を行います。

中型霧箱では、風船を使って、自分達が日頃生活・学習しているところにある放射線

を見ていただきます。

・専門家による講義（除染・放射線について）
・専門家が、スクリーンを使いわかり易く説明をします。

　　※専門家資料は、実施日迄に学校へ送付します。

・事前アンケート結果についてのディスカッション

・全学年対象に事前に生徒から放射線に関する質問やアンケートを使パネルディス

カッション形式で進めていただきます。各学年に分かれたときの放射線学習に繋がるよ

う進めます。

・機器・マッピングコースの説明

・マッピング測定（5ヶ所）

・機器・使用方法をスタッフにより説明し、スタッフ・専門家も生徒に同行し測定しま

す。測定後、測定結果の確認をします。

　※事前に、班編成しグループ毎に測定を実施します。

学習内容

・放射線に関する学習のまとめ

　（ポスター・新聞の作成）

・1、2年生で今まで学習してきたことや資料等を振り返り、分かったこと、感じたことを

一人一人　がまとめポスターや新聞を作成していただきます。

・作成したポスター、新聞をもとに発表していただきます。・生徒発表
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■ディスカッション用（風評について）スライド 　～中学生以上～
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※1

※1.事例内容については、市町村、学校に応じて様々な対応が可能です。
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～風評について考えよう～ 

 

年   組    名前              

 

 福島県出身 中学校一年生 男子 

 

私の住んでいた所は、帰還困難区域とされ、除染がされていないので、今は住むことができません。私は、東

日本大震災後、東京の小学校に通い始めました。 

今までとは違う生活に慣れないこともたくさんあったけど、今は友達もたくさんでき、楽しく学校に通ってい

ます。最近では、友達にすすめられて、サッカークラブに入りました。私は、がんばって練習をして、将来サッ

カー選手になりたいと思っています。 

 サッカークラブのことで最近悩んでいることがあります。それは、他の小学校から来ている友達なのですが・・・

サッカーの練習中に「放射線がうつるから近づくな」と言われ、パスを回してもらえませんでした。同じ学校の

友達には「気にするな」と言われ、最初のうちは気にしていませんでした。でも、だんだんとチーム全体の雰囲

気が悪くなりました。私は、将来のためにもサッカーを真剣に練習したいと思っています。どうしたらいいでし

ょうか？ 

 

≪あなたからのアドバイス≫ 

≪意見交換・まとめ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※専門家の先生や自治体からの資料を参考にしてね。 

※裏面に難しい言葉の意味や、考え、話し合いのための参考資料があるよ。 
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《参考資料》 

■避難区域について（平成24年4月1日～） 

帰還困難区域 5年間を経過してもなお、年間積算線量が20ミリシーベルトを下回らないお

それのある、現時点で年間積算線量が50ミリシーベルト超の地域 

居住制限区域 年間積算線量が20ミリシーベルトを超えるおそれがあり、住民の被ばく線量

を低減する観点から引き続き避難の継続を求める地域 

避難指示解除準備区域 年間積算線量 20 ミリシーベルト以下となることが確実であることが確認さ

れた地域 

 

■除染 

生活する空間において受ける放射線の量を減らすために、放射性物質を取りのぞいたり、土で覆ったりすること。 

取り除く（除去） 放射性物質が付着した表土の削り取り、枝葉や落ち葉の除去、建物表面の洗浄等に

より、放射性物質を生活圏から取り除きます。 

さえぎる（遮へい） 放射性物質を土やコンクリートなどで覆うことで、放射線を遮ることができ、結果

として空間線量や被ばく線量を下げることができます。 

遠ざける 放射線の強さは、放射性物質から離れるほど、弱くなります。このため、放射性物

質を遠ざけることで、人への被ばく線量を下げることができます。 

 

■健康への影響 
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【ねらい】

【概要】

【タイムスケジュール例】

【5年生】（４５分×2）

時間

20分

15分

10分

【6年生】（４５分×2）

時間

20分

35分

10分

【自治体による授業の様子】

【児童・生徒・保護者からの質問】

【学習後の感想】

教育現場(学校)へ専門家を派遣し放射線の理解促進を図るだけではなく、自治体と協力して地域における実際の除染などの放

射性物質対策について知ることで、身近な自分事として理解する。

・専門家による講義

　（除染・放射線について）

・専門家による講義

　（除染・放射線について）

・専門家が、スクリーンを使いわかり易く説明をします。

　　※専門家資料は、実施日迄に学校へ送付します。

・自治体による講話

　（市の取組みについて）

・自治体職員が、スクリーンを使いわかり易く説明をします。

　　※自治体資料は、実施日迄に学校へ送付します。

・質疑・応答 ・専門家・自治体職員が児童・生徒の質問にお答えします。

・自治体による講話

　（市の取組みについて）

　(5) 自治体との協力事例

小学校高学年以上を対象に、自治体が作成した資料による自治体の取り組み(除染や健康影響等)についての講話を実施。専

門家による講義で得た知識と正しい情報を併せて「風評被害について」のグループディスカッション(自治体にはファシリテーターとしてご

参加いただく)を行い、児童・生徒との意見交換を行っている。また、保護者参観・教員研修・講演会では、質疑応答や個別相談

を実施している。

・専門家が、スクリーンを使いわかり易く説明をします。

　　※専門家資料は、実施日迄に学校へ送付します。

進め方・概要学習内容

25分

学習内容 進め方・概要

45分

・機器・マッピングコース説明

・マッピング測定（6ヶ所）

・測定確認

・機器・使用方法をスタッフより説明し、スタッフ・専門家と共に、自治体職員も

児童・生徒に同行し測定します。測定後、測定結果の確認をします。

休み時間

・自治体職員が、スクリーンを使いわかり易く説明をします。

　　※自治体資料は、実施日迄に学校へ送付します。

休み時間

・グループディスカッション

   （風評被害について）

・専門家・自治体による総評・質疑応答
・児童・生徒の発表を聞き、専門家・自治体職員が総評のうえ、生徒・児童か

らの質問にお答えします。
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・福島県産の食品や他県から見た福島（人権）等の題材をもとに風評被害

について考え、話し合います。学習は、担当の先生が、スライド（パワーポイン

ト)を使用し進めていただきます。また、専門家・スタッフ・自治体職員がファシリ

テーターとし参加します。

・市の取り組みやガラスバッジ、WBCの検査結果等を、職員の方から聞けたのが大変良かった。風評被害等は、正しい知識や情報

が不足している場合などに起因していることと思うので、子ども達には放射線をしっかり学んで、皆が安全の根拠を発信できるように知

識をもってほしい。（担任教員）

・野菜を作っているが、食べて大丈夫か？（保護者）

・他県では放射線教育を実施しているのか？将来、子どもが他県に行った場合に心配。（保護者）

・事故直後にできた農作物は、今とどのくらい放射線量の差がありますか？（生徒）



【ねらい】

【自治体様で作成・配布されている冊子】

 ※実際の学習時に、一人一人に配布し、ご提供いただいている自治体もございます。

　  冊子は、児童・生徒さんだけでなく親子で学んでいただけるよう保護者様へ持ち帰っていただいております。

原発事故後、地域自治体は除染・放射線・健康影響等について様々な対策を行っています。プラザでは、身近な自分事として捉

えてもらうことができるよう自治体にご参加いただき、自分達の暮らしている自治体の取り組み（除染・健康影響・ガラスバッチ・食品

検査・ホールボディカウンター等）をご紹介いただき、放射線や除染についての理解に繋げています。

自治体との協力で使用した資料例
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郡山市資料より抜粋 　　　　　　　相馬市資料より抜粋

　　　　　　　郡山市資料より抜粋西郷村資料より抜粋

【実際の学習で使用した資料】


